
編集部　　今日はよろしくお願いいたします。我々は赤外線
カメラとかサーモカメラと言っていますが、そもそ
も正式にはなんと呼ばれる機材なのでしょう？

中嶋氏　　赤外線カメラには大きく分けて２方式あって、住
宅診断に使うものはパッシブ方式というものです。
これは物体から出てくる熱（赤外線）を捉えるカメ
ラで、正しくはサーモグラフィーと言います。診断
対象の壁面から出てくる赤外線を捉えて、その量を
色の分布で見えるように視覚化するものです。
　一般に赤外線カメラというと、暗いところでも物
が見える「暗視カメラ」を指すことが多く、こちらは
自ら赤外線を放出して、その反射を捉えるカメラで
す。こちらはアクティブ方式と呼ばれます。

編集部　　よく「透視ができるカメラ」といわれているのがア
クティブ方式ですか？昔、盗撮に使えると話題に
なったカメラがあったような…(笑)

中嶋氏　　たしかに服を通して体の輪郭が見えると騒がれ
たものはありましたが(笑)それはパッシブ方式の
カメラです。しかも、あたかも透けて見えているよう
に見えるだけで、別に透けていないんですよ。赤外
線というのは、透過性は低いんです。壁の中を透視
しているように思われますが、実際は壁の表面か
らせいぜい５センチ程度の深さで、壁から放出さ
れる赤外線量をキャッチし、その温度差を画像化
しているわけです。透けて見えているわけではあり
ません。

編集部　　残念…透けて見えるわけではないのか…つまる
ところ、インスペクターが仕事に使えるのはパッシ
ブ方式のサーモグラフィーという事ですね。

中嶋氏　　なんとなく赤外線カメラと言ってしまうけど、サー
モグラフィーが正しい言い方です。

ツールマニアックス

TOOL MANIAX

08 09

　我々インスペクションの現場にも浸透してきたサーモグラフィー。i-phoneに装着す
る数万円程度のものから数百万円クラスまで様々ありますが、サーモグラフィー画像が
誰でも簡単に撮れる時代になりました。

　問題はその画像で何をどう読み取り、診断に活かすかですが、知識のないまま画像を
見て判断するのは危険。それこそ誤診に繋がる危険性があるのではないか？という懸
念もあります。

　今回はJSHI賛助会員で「赤外線建物診断技能師」の研修・資格試験を実施されてい
る街と暮らし環境再生機構の中嶋俊一さんをお招きして、サーモグラフィーによる建物
診断の基本を教えていただきました。（今号・次号の2回連載）
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　こんにちは。WISPメンバーの熊谷です。私自
身2回目のリレーコラムになります。

　私は今年度から、JSHIの「広報」のお手伝い
をさせていただいております。主に、「X(旧ツイ
ッター)」「インスタグラム」等のSNSによる発信
です。協会においてSNSで発信する意味は、

１、認知度の向上。
２、信頼の構築
３、教育、啓発
４、コミュニケーションの強化
５、業界の最新情報の発信
等が挙げられます。

　具体的には、ホームインスペクション（住宅診
断）の必要性、重要性を広く知っていただき、サ
ービスの利用の促進を促すこと、また、JSHIの
活動やそのメンバーの紹介、また、資格を取って
JSHIに参加いただく仲間を増やすことです。

　そして、「X」に向いていること、「インスタグラ
ム」に向いていることがあると考えていますので、
WISPのメンバーや外部協力者に相談しながら
試行錯誤しております。

　私自身、「広報」には向いてないと思ってます。（
←はっきり！！）なぜなら、文章力、口頭での表現
力など、ほんとに苦手な分野だからです。しかし
ながら、先ほどもお伝えした通り、「チーム」を組
んで得手不得手をカバーしようと考えてます。個
々の強みを最大限に生かし、弱点を補うことで効
率的に成果を生み出せるのではないでしょうか。

また、チームメンバーの異なる視点やスキルを
入れることで多様で柔軟な考えも生まれてくる
でしょう。これは普段の仕事や、家庭内の家事な
どにおいても同じことが言えるのではと常に思
ってます。我が家では、洗濯という一連の作業の
中で洗う、干すは「夫」が、畳む、しまうは私が行
っています。それぞれにこだわりがあることに気
が付いたからです。靴下は対で並べて干すとか、
ズボンは裏返しにして干すとか、私は面倒だなと
思ってしまうのです。乾くのは一緒なのに・・・な
のでこだわりのある人が行うということに(笑)

　話は大きく逸れましたが、皆様にもぜひ、
JSHIのX、インスタグラムをご覧いただいて、
フォロー、いいね等、応援よろしくお願いいたし
ます。

アクティブ型：赤外線カメラ
対象に赤外線を当てることで暗いところのモノを見えるようにする。
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パッシブ型：サーモグラフィー
対象が放出している赤外線を
キャッチして画像化する

インスペクションに
使えるのはこちら
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